
平成２６年度熊本県学力調査「ゆうチャレンジ」 小学校５年社会 解答及び配点一覧 No.1
※文章記述については，同じような意味であれば可とする。

大 中 小 連 配 配
観点 やや満足及び概ね満足できる解答状況 十分満足できる解答状況問 問 問 番 点 点

１ (1) ア ① 技能 １ ３・東 ・北東

18 イ ② ２知識理解 ・平野
点

ウ ③ 技能 ３・九州山地

(2) エ ④ (ひらがな可) ２知識理解 ・熊本 又は 阿蘇くまもと
※正式名称： 熊本 ，愛称： 阿蘇くまもと」「 」 「

オ ⑤ 技能 ○どちらか一方を書いている。 １ (新幹線でも可) 順不同 ３・九州新幹線 高速道路， （ ）

(3 ⑥ ○新幹線と飛行機の便利な点について１つ書いて ２ ○長い距離を移動できること，短時間で移動でき ５） 知識理解
いる。 る（速く移動できる）ことなど，便利な点につ

いて２つ書いている。・新幹線は速く移動できる。
・飛行機は長い距離を移動できる ・新幹線は，長い距離を短時間で移動することがなど

できる。
・飛行機は，長い距離を短時間で移動することが
できる。

２ (1) ⑦ 技能 ○どちらか一方だけ正しく書いている。 ２ ４ア １１ イ ６

16
点 (2) ⑧ 技能 ○どちらか一方だけ正しく書いている。 ２ ４・春，夏

(3) ⑨ 思考 ○資料２に着目し，理由を書いている。 ２ ○２つの資料を関連させて，理由を書いている。 ４
・寒い時期はトマトの価格が高いから。 ・寒い時期は出荷量が少なく，トマトの価格が高判断

くなるから。表現 ○資料３に着目し，理由を書いている。 １
・冬に売られるトマトが少ないので，その時期に
作ればよく売れるから。

(4) ⑩ 思考 ○「安全・安心 「新鮮さ」のうち，１つの視 ２ ○「安全・安心」及び「新鮮さ」の２つの視点か ４」，
判断 点からのみ消費者にとってのメリットを書いて ら消費者にとってのメリットを書いている。

・直接注文できることで，生産者が分かるので安表現 いる。
・農家から直接届くので新鮮。 心して食べることができる。
・農作物を作っている人が分かるので安心。 ・直接生産者からトラックで宅配されることで，

， 。届くまでの時間がかからず 新鮮な状態で届く

(1) ア ⑪ 技能 （万トン） ２３ ・７００

19 イ ⑫ 技能 （年） ２・１９９８
点

(2) ⑬ 技能 ○③他の漁業との比較の視点を含む２つの視点か ３ ○①生産高，②生産高の推移，③他の漁業（遠洋 ５
らまとめている。 漁業や沿岸漁業等)の３つの視点から養殖漁業

の生産量の変化についてまとめている。・1970年頃は一番生産量が少なかったが，1990年
を過ぎたあたりで遠洋漁業の生産量を上回るよ ・1970年頃は一番生産量が少なかったが，少しず
うになった。 つ増えていき，1990年を過ぎたあたりで遠洋漁

・生産量が年々徐々に増えており,2007年には， 業の生産量を上回るようになり，2005年頃から
沿岸漁業と同じくらいの生産量になった。 は，沿岸漁業と同じくらいの生産量になってい

る。○①生産高と②生産高の推移の視点から書いてい ２
る。

・1970年頃は一番生産量が少なかったが，少しず
つ生産量が増えてきた。

○③他の漁業との比較の視点から書いている。 ２
・1990年を過ぎたあたりで遠洋漁業の生産量を上
回るようになった。

○①又は②の視点から書いている。 １

(3) ⑭ 知識 ○２つの漁業の似ているところを説明し，栽培漁 ３ ○２つの漁業を比較し，同じところと違うところ ５
理解 業の特色のみ書いている。 を示しながら，栽培漁業を説明している。

・卵や稚魚からある程度まで育てることは似てい ・卵や稚魚からある程度の大きさになるまで育て
るが 栽培漁業は大きくなる前に海に放流する ることは似ているが，養殖漁業では大きくなる， 。

まで育てて出荷し，栽培漁業では，大きくなる○２つの漁業の似ているところを説明し，養殖漁 ３
前に海に放流し，大きくなったところで獲ると業の特色のみ書いている。

・卵や稚魚からある程度まで育てることは似てい ころが違う。
るが，養殖漁業は，大きくなるまで育てる。

○２つの漁業の違いを書いている。 ３
・養殖漁業では大きくなるまで育てて出荷し，栽
培漁業では，大きくなる前に海に放流し，大き
くなったところで獲るところが違う。

○２つの漁業の似ているところを書いている。 ２
○どちらか１つの漁業の特色を書いている。 １

(4) ⑮ 思考 ○水産資源の「保護」又は「育成」のどちらか１ ３ ○水産資源を保護し，より自然に近い形で魚を育 ５
判断 つの視点から書いてある。 成することについて書いてある。

・魚を自然に帰し，水産資源を保護するため。 ・魚を自然に帰すことで，水産資源を増やすとと表現
・海で魚を育て たくさんとれるようにするため もに魚をより自然に近い形で育成し，成長した， 。

魚を獲ることができる。○自然に近い形で魚を獲るという内容が書いてあ ２
る。

・自然に近い形で魚を獲ることができるから。

【授業改善の視点】
中心資料を使い，基礎的・基本的事項の読み取りを多面的に行う。その後，複数の業種について相違点を比較・検

討する言語活動を積極的に取り入れることにより，その産業の特色をとらえる学習を行う。



平成２６年度熊本県学力調査「ゆうチャレンジ」 小学校５年社会 解答及び配点一覧 No.２
※文章記述については，同じような意味であれば可とする。

大 中 小 連 配 配
観点 やや満足及び概ね満足できる解答状況 十分満足できる解答状況問 問 問 番 点 点

４ (1) ⑯ 知識 ○ロボットを使用する理由としてふさわしい内容 ３ ○ロボットを使用する理由としてふさわしい内容 ４
理解 が１つ書いてある。 が 「安全 「速く」という２つの視点から書， 」

21 いてある。・ロボットが作業すると安全だから。
・ロボットが作業すると速いから。 ・人間がすると危険な作業でも，ロボットが作業点

すると安全だから。また，力が必要な作業でも○ロボットを使用する理由を特定の作業内容に関 １
ロボットが作業すると確実に速くできるから。して記述してある。

・重いものを持たないといけないから。

(2) ⑰ 知識 ○安全な車づくりについて記述しているが 「消 ２ ○「消費者の安全を守る」という視点で書いてあ ３，
理解 費者の安全を守る」という視点がない。 る。

・頑丈な車をつくるため。 ・お客さんが安心して運転ができる故障の少ない
・故障しにくい車をつくるため。 安全な車を届けるため。
・安全な車をつくるため。

(3) ⑱ 関心 ○調べてみたい内容も理由も書いてあるが，理由 ３ ○調べてみたい番号と内容が書いてあり，理由が ６
意欲 に具体性がなかったり，自動車づくりについて 具体的で，自動車づくりについて調べるという
態度 調べるという視点が弱いもの。 視点からも適当である。

・どうやってプレスしているか。 ① 同じ大きさや形のものをどのようにプレスし
・塗装をするロボットは，どんな形をしているの て部品をつくっているのか。
か。 ② 溶接では複雑なロボットの動きが必要だと思

うが，どのような工夫があるのか。○調べてみたい内容のみが書いてあるが，理由が ２
③ 塗装をむらなく仕上げるために，ロボットに書いてない。
どのような工夫をしているのか。○調べてみたい番号と理由の内容が一致していな １

④ 組み立て工場では，正確に組み立てるためにい。
どのような工夫をしているのか。○調べてみたい番号のみ書いている。 １

⑤ １５００から２０００か所の検査をするため
に人々は，どのような工夫をしているのか。

(4) ⑲ 技能 ○地図から，自動車の組み立て工場が沿岸部にあ ４
ることを読み取っている。

（太平洋ベルトも可）・沿岸部 ・海の近く

(5) ⑳ 思考 ○部品や材料の調達，輸送のどちらかについて記 ２ ○部品や材料の調達,輸送のどちらについても記 ４
判断 述している。 述している。

・自動車の部品が運びやすいから。 ・港の近くに工場があれば，一度にたくさんの部表現
・完成した自動車を輸送しやすいから。 品を組み立て工場に集めることができ，完成し

た自動車も同じように，一度にたくさん輸送す
ることができるから。

５ (1) ① ㉑ ２知識理解 ・太平洋

26 ② ㉒ ２知識理解 ・ユーラシア大陸
点

(2) ㉓ 技能 ○２つの視点を用いて書いているが，位置関係が ４ ○ 太平洋や日本海などの海に囲まれていること ６「 」
具体的ではない。 「ロシア，中国，韓国などの近隣諸国との位置

関係」の２つの視点から書いている。・日本の近くには，ロシア，中国，韓国などの国
， ，があり，太平洋や日本海などの海もある。 ・日本は太平洋と日本海に囲まれ 北方にロシア

西に韓国，中国等の国々がある。○１つの視点で書いている。 ３
・太平洋や日本海などの海に囲まれている。 ・日本は，太平洋や日本海に囲まれ，海をはさん
・西に中国や韓国，北にロシアがある。 でロシア，韓国，中国等の国がある。
○海に囲まれていることや近くに別の国があるこ １
とを書いているが，具体的でない。

・日本は，周りを海に囲まれている。
・近くにいくつかの国がある。

(3) ㉔ 技能 ○冬場の降水量が多いことについて書いているが ３ ○冬場に降水量が多いことと，冬場の降水量の方 ４
梅雨の時期と比較していない。 が梅雨の時期よりも多いことを書いている。

・11月から1月にかけての降水量が多い。 ・降水量は11月から１月にかけての冬の時期が多
く，11月から1月にかけては梅雨の６月よりも
降水量が多い。

㉕ 思考 ○地方を正しく書いているが，理由が具体的でな ２ ○降雪による冬季の降水量の多さに着目し，地方 ４
(4) 判断 い。 と理由を正しく書いている。

・１１月～１月に降水量が多いから。 日本海側表現 ・地方
一年の中で冬の時期に降水量が多いのは○地方を正しく書いているが，理由を書いていな １ ・理由
雪が多く降る地方であり，それは日本海い。
側であるから。

(5) ㉖ 思考 ○適切な記号を選んでおり，平均気温又は降水量 ３ ○平均気温と降水量の２つに着目して，適切な記 ４
判断 の１つの視点から理由を書いている。 号と理由を書いている。

・冬でも温暖な気候である。 ウ表現 ・理由 など ・記号
ウは，冬でも温暖で，一年を通して雨が・理由
多い。また，台風の時期の降水量が多く○適切な記号を選んでいるが，理由がない。 １
なっているから。

(6) ㉗ 関心 ○降水量又は気温に関する学習課題を記述してい ２ ○気温又は降水量と生活とを関連させて学習課題 ４

意欲 るが，生活と関連させていない。 を設定している。
・降水量が多い地域では，生活の仕方にどのよう態度
な特色があるのだろうか。○人々の生活について学習問題を作っているが， ２

・冬の平均気温が低い地域では寒さを乗り切るた降水量又は気温との関係がない。
めにどのような生活の工夫をしているのか。等

【授業改善の視点】
日本全図を使い，我が国の位置と周辺諸国を調べる活動を行う。その後，主な都市の気温と降水量のグラフから

地域による気候の特色をとらえ，相違点について比較・検討し，表現する言語活動を取り入れ，国土の特色をとら
える学習を行う。


